
－  20  －

20

第16回 新潟医療福祉学会学術集会

スパイクジャンプの最高到達点に影響を 
与える技術的・体力的要因の検討 
 
 
佐々木悠介 1)、反町彰吾 1)、池田祐介 1） 

1)  新潟医療福祉大学 健康スポーツ学科 
 
【背景・目的】バレーボール競技において、高い跳躍高は

スパイクの決定率に影響し、試合の勝敗に大きく関わる

（（Jeremy.M 2009）。そのため、バレーボール競技の指

導現場ではバレーボール特有の技能であるスパイクジャ

ンプの最高到達点を向上させるトレーニングが求められ

る。スパイクジャンプに関する研究では、腕ふりの影響（橋

原ら 1987）や踏切り直前の水平速度と跳躍高の関係が報

告されているが、女子選手を対象に 2 歩、3 歩助走のスパ

イクジャンプにおける助走および踏切り動作の重心速度

と体力要素の関係について詳細に検討した研究は少ない．

そこで本研究では、スパイクジャンプにおける助走と跳躍

動作の動作分析を行い、重心速度に影響を及ぼす体力的要

因を明らかにすることで、トレーニング指導に役立つ基礎

的知見を得ることを目的とした。 
 
【方法】新潟医療福祉大学の女子バレーボール部の選手

17 名（身長；165.6 ± 5.5cm、体重；61.0 ± 6.2kg）を研究

対象として実験を行った。 
(1)スパイクジャンプにおける最高到達点の測定と動作分

析 
ヤードスティックを用いて 2 歩助走と 3 歩助走のスパイ

クジャンプの最高到達点を計測した。助走距離については

任意とした。最高到達点の記録は、計測された値を各選手

の身長で除したものとした。また、撮影した映像を元に 2
次元動作分析を行い（周波数 60Hz）、助走および跳躍動作

の重心速度を算出した。 
(2)垂直跳び・立ち幅跳びの計測、動作分析 
垂直跳び・立ち幅跳びの跳躍動作を側方から撮影し、撮影

した映像を(1)と同様に 2 次元動作分析(周波数 120Hz)を
行い、重心速度を算出した。 
(3)等速性筋力測定 
等速性筋力測定機器BIODEXを用いて 180deg/s、60deg/s
の角速度で膝関節における伸展および屈曲筋力を計測し、

左右の平均値を各選手の体重で除した値を結果とした。 
(4) 10m・30m スプリント 
光電管（blower 社製）を用いて、スタートから 10m、30m
の地点の通過タイムを求めた。 
 
【結果】2 歩助走のスパイクジャンプにおける最高到達点

は離地時の重心の鉛直方向速度と有意な正の相関

(r=0.727 p<0.001)がみられた。また最高到達点の記録は

垂直跳び跳躍高(r=0.494 p<0.05)および立ち幅跳びの飛

距離(r=0．578 p<0.01)との間に有意な正の相関がみられ

た。2 歩助走における重心の鉛直方向の速度は 3 歩目接地

時の重心の水平速度と有意な正の相関(r=0.545 p<0.05)

がみられた。また 3 歩目接地時の重心の水平速度は最大屈

曲筋力(180deg/s) (r=0.616, p<0.01)、立ち幅跳び飛距離

(r=0.523, p<0.05)、と有意な正の相関がみられた。さら

に 3 歩目接地時の水平速度は 10m、30m スプリントのタ

イムとの間に有意な負の相関 (10m；r=0.547, p<0.05 
30m；r=0.543, p<0.05)がみられた。3 歩助走についても

上記とほぼ同様の結果になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】スパイクジャンプにおける最高到達点は離地時の

重心の鉛直速度との間に有意な正の相関がみられたこと

から、最高到達点の向上には離地時の重心鉛直速度の向上

が重要になるといえる。また、この重心鉛直速度は 3 歩目

接地時の重心水平速度との間に有意な正の相関がみられ

たことから、離地直前の水平速度を高めることがスパイク

ジャンプの跳躍高向上に重要になることが示唆された。助

走における重心速度と体力要素の関係については、3 歩目

接地時の重心水平速度と膝関節の屈曲筋力(180deg/s )、
10m・30m スプリントタイムとの間に有意な相関関係が

みられた．この結果から、ハムストリングスの筋力強化と

走能力の向上は最高到達点を向上させる可能性があると

いえる。また最高到達点の記録には垂直跳びの跳躍高より

も立ち幅跳びの飛距離との間に強い相関関係がみられた

ことから、立ち幅跳びの跳躍動作は助走を伴うスパイクジ

ャンプと共通した力発揮を行っている可能性が考えられ

る。そして 2 歩助走による 3 歩目接地時の重心水平速度

は立ち幅跳びの重心の離地時鉛直方向速度と有意な正の

相関関係にあったことから、スパイクジャンプと立ち幅跳

びには関連があると考えられる。これらのことから、スパ

イクジャンプの最高到達点の向上には立ち幅跳びの飛距

離向上のためのトレーニングや走能力向上のためのトレ

ーニングが効果的であると考えられる。 
 
【結論】スパイクジャンプの最高到達点の向上には走能力

の向上を目的としたレジスティッドスプリントトレーニ

ングや立ち幅跳びの跳躍動作に負荷を加えるトレーニン

グが有効であることが本実験より示唆された。 
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図 1．スパイクジャンプにおける跳躍高と重心速度の関係 
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シティズンシップ教育実践研究センター 
活動報告 
 
 
佐藤裕紀 1)、吉田重和 1)、武田丈太郎 1)、五十嵐紀子

2)、原口彩子 2)、西原康行 1) 
1) 新潟医療福祉大学 健康スポーツ学科 
2) 新潟医療福祉大学 社会福祉学科 
 
【背景・目的】1990 年代以降、国際社会でシティズンシ

ップ(Citizenship)への関心が高まっている。その背景に

は、グローバリゼーションの進展や知識基盤社会の到来

の中での、国民国家の枠組みや国家と個人の関係性の変

質、価値の多様化の中でのコミュニティや社会的結束の

欠如に対する危機感の増大があるとされている 1)。 

そうした中で、シティズンシップ教育が注目され、各国

においてシティズンシップ概念、教育の検討がなされてい

る。日本においても、義務教育段階から高等教育段階にい

たるまでシティズンシップ教育に関する多様な実践が行

われ、ネットワーク化されている過程にある。しかし、一

つ一つの事例を集積している段階にあり、その意味や定義

のコンセンサスは未だに見出せておらず 2)、目的、対象や、

それらに応じた学習内容の分析と整理は十分になされて

いない状況がある。 

以上の背景から「保健医療福祉スポーツの総合大学にお

ける、独自性のあるシティズンシップ教育プログラムの開

発」を行うことにより、高等教育段階におけるシティズン

シップ教育の分析と整理の進展に貢献することを目的と

して 2015 年度に当センターを設立した。 

 
【方法】本研究センターは以下の研究・活動を行う。 
〇 QOL サポーター育成に必要なシティズンシップ教育

プログラムの開発、実践 
〇 地域資源を活用したシティズンシップ教育プログラ

ムの開発、実践 
〇 上記教育プログラムの開発、実践に伴う調査 

 

現在までに下記の活動を行った。 
１．ヒューマンライブラリーin 新潟 2015 の実施 

保健医療福祉スポーツの総合大学における独自のシテ

ィズンシップ教育プログラムを開発、実践した。具体的に

は、2000 年にデンマークの NGO が開始した「ヒューマン

ライブラリー」という社会の多様なマイノリティの人々と

の対話を通じた相互理解と偏見の低減を目指した教育プ

ログラムを新潟の地域に応用し、「ヒューマンライブラリ

ーin 新潟 2015」として 11 月 14 日（土）に学生総合プラ

ザ STEP にて実施した。 

 

２．プログラムの効果分析と報告書の作成 

上記プログラムに関わった「学生スタッフの意識変容」、

「当日の参加者及び語り手である当事者の意識変容の様

態」を明らかにした。また実施マニュアルと、当センター

員による実践に関する考察を収めた報告書を作成した。 

 

【結果】プログラムは、新潟県における初開催となり、11

名の当事者の方に語り手役として協力していただいた。ま

た当日は 35 名の参加者があり、その多くは大学生であっ

た。来場者の意識変容として、マイノリティ理解の促進、

視野の拡大、対話の力への認識に関して一定の効果が見ら

れた。また当事者の意識変容として、語りによるアイデン

ティティの刷新、対話による治療的意味合いが考察された。

そして準備段階を含めた学生スタッフの変容という面で

も、上記に加え社会人基礎力や市民性の涵養という面でも

一定の効果が見られた。   
一方で、各テーマに関しての知識共有、学生と教員・学

内外での協働体制、単発プログラムにおける効果の限界性

等の課題も明らかになった。 
 

【考察】単発のプログラムのみでなく、QOL サポーター育

成を目的とした「より体系的なシティズンシップ教育プロ

グラムの開発」の必要性が認識された。具体的には、平成

30 年度における保健医療福祉教養科目群「シティズンシ

ップ教育入門」の開講を目指し、そのカリキュラム内容の

検討、教材の作成を行うこととした。 

それに伴い、今後の作業として、①QOL サポーターとし

て必要なシティズンシップの資質、能力の明確化、②その

内容に基づき、全 8 回のカリキュラムを設計、③国内関

連・先行事例の分析、④関連した実践活動の実施、検討を

行っていく必要性がある。 

 

【結論】QOL サポーター育成に資するシティズンシップ教

育プログラムの開発において、体系的に資質・能力を習得

できる「シティズンシップ教育入門」の科目内容、そこで

使用する教材の作成・検討を今後も当センターでは進めて

いく。 
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